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12月の人口の動き

出生男26女12計58

死亡〃14／／16／／50

転入川304・114／／244

転出べ19’M12’’＾231

　

世帯数9．408

　

人口44．907

男21．640女23．267

希望に満ちた新春を迎え

謹んでお喜び申上げます

市長森広治兵衛

　

ことしも市民の皆さまと共に手

を梶り、大野市発展のために全力

を尽します。市政推進に当つては

健企財政を維持しながら、社会情

勢に対応した総合的な諸施策を積

極的におしすすめたいと思います

その愚味でも皆さま方のご意見、

ご忠告とご協力を切にお願いいた

します。

巾議会議長安間政雄

　

明けましておめでとうございま

す。皆さまのご支援をえて、市民

生活の安定向土のため、議会の立

場において、全力をあげてまい進

したいと念願いたします。どうぞ

強いご支援ご協力をお願いします

　　

晰排元付

デラックスな富田公民館

県下にほこる新奇さ

　

富田公民館の新築は、総工費910万

円で木造2豹建て一広、U屋延べ5n㎡

の、地区にふさわしいモデル公民館と

してこのほど竃成しました。

　

同公民館は几の場所に？の］こ言って

東西に2ひねと、これを詰ぶ1むかで、

事務室は比較的小さく、子泌からと人

までが海防こ涜川できるようこ言心と

なっています。

　

1階は、はいったところが談話らよ訓刈

出賞で、ここはくつろいだに広ごし原た

りするへや。これにっづいて2ご0ノ、、ま

ではしヽれるステージ付き襲今プ。4、I・、’1’、

室、事務室、帽人会、占年団々どの扁

習会に必要々実桝室となっています。

　

2階は小会議室、講出京、肺婚式な

どに使川できるよう説示な和室ヒなっ

ています。

　

新公民館は、県下にまれにみるモダ

ンな施設で、今後社会教育拉進の場

としで、またいこいの場として大いに

活川されることでしょう。

　

な知日公民館の建物は移転改築して

七飯の公民館となりました。

　

（町：真上は白戊したモダンな印川公民

館の夕にり、Iヽはステー－ジ付きの呆公場）

成人者感想文募集
題名「成人、を迎えて」

内容「私は将来こんな人になりたい｜

　　　

「私は現在の社会に対してこう

　　　

思うJその他詩、俳句など

成人式は

3月に

　

1月15［］は成人

の日で、全国各地

で成人者の前途を

祝福する催しが開

かれますc

　

当市では、遠く

へ出かせぎに出て

yら、いるづ力こい上に積雪期でもあり

ますので、2プリ」おくれて3月に成人式

をほうことになっています。

　

ことし或ノヽ、式を迎える方は市内で6

91名で昨年よい8名少くなっています

応の洽資格昭和19年生まれの人で市内

　　　

に評住している方

原塙400字詰め原稿用紙5枚以内

締め切り2月末日

捉出先大野市教育委員会社会教育課

入選発表は3月の成人式場で行い、入

選洋品には記ひ品を贈呈します。
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市営住宅料の改正など
一定例市議会おわるー

　

第66回定例市議会は12月18日から4

日間開かれ、市条例の一部改正など13

議案と諮問1件、請願陳情14吽につい

て審議が行なわれ、いずれも原案通り

可決採択されました。おもな議案はつ

ぎのとおりです、

一般会計追加更正予算

　

追加総額2千131万1千500円

　

これは緊急執行を要した衆雲完選挙

費120万円と、赤根田にかかる太田僑

の災害復旧費602万5千円との厚決処分

による722／7”5千円。人事院勧に：によこ

人生

20／ゴ5千円、尚徳中学咬校庭の拡張お

よび、用水施設費44ノプ5丁個老人ク

ラブの哺助金25万2千円、国鉄川野駅

の段麗に伴なう負担金210万円、呉業

構置改善の補助金338万5千円。林道平

野線の改良費22万円などです。

　

起債2干・310万円

　

これは尚徳中学校校舎、寄宿舎、屋

内体操場の建設費として1千500万円、

西富田簡易水道建設費として810万円

を、郵政省簡易保険局から年利率6分5

厘で、長期で借り入れることになりま

した。

市営住宅使用条例の一部改正

　

これまで坪当りで計算されていた市

営住宅の使用料を、1願住宅は月額3子

5⊃O円に2劃いL宅は乙子2CO円にそれぞれ

ごめられ。ました。

専決処分の報告

　

国民健康保険税条例の一部改正

　

これは国民間康保険法の改正に伴な

う保険兇の減税がおもなものです。

　

吊険やの課説総所得が9万円以下の

世帯は、被保険者1人について210円と

世帯割で420円を減額。9万円以上の吐

帯は、9万円に被保険者レ人につい11

万5千円を加算した額をこえない場合

には、被保険者1人について140円、世

帯割で280円を減額することになりま

した。

監杏S昌に岸太達也氏

　

11月に病気退職された長瀬委員の後

任に七板、岸本達也氏（56）が議会の同

意を得て選任されました。

金融機関を福井銀行に指定

　

地方自治法の改百ミによつて、これま

での金庫制度が指定金融機関（預金制

度）にかわつたので、新しく福井銀行

が市の指定金融機関として4月田から

市の出帆事務を取り扱うことになりま

した。

一般職員の給与こ関する条冽の一部

改正

　

昨年8月の入事院勧にに堪づいて、

一一般職員の給与を国家公務ばに準じて

10川から改定することになりましだ。

特別職の給与に関する条例の一部改

正

　

市艮、助役、収入役、教育長の給与

を12・jから年額巾長IC8万円、助従％

亙円収人役72川寸教育長69｝J6V

円に改定されました。

教員宿舎4戸が完成

　

山村辺地の先生方の住宅難を緩和す

るために、六呂師、上若生子に各1戸

土打波に2戸の敦職輿宿穴水造2階建

延べ51祐の建設を急いでいましたが、

このa：片京成レましf≒、

（町：頁は完成した盈職争・・隅）

　

この眉舎ぱぷ造2階建の

普通し宅で6畳2べ肘八二3

畳陪I室に浴室、台所便

所などがついています。

　

建設費は公立学位共洸細

合から1．戸平凡9J万川のぶ

資委託を受けて注段別哲二

もので、管理ご所はとか行

ないます。融資金は水貫そ

の他などから2C年日に返済することに

なつでレます。

目詰川、矢戸川の

災害復旧工事完成

　

昨年9月より総1費915万円で日詰

川としソ田の復｜目工事を急いでいまし

たがこのほど完成しました。

　

両河…は56年の臼じいご決壊したもの

で、こんど完成したのは日詰川は人地

係の副いの耶にご延1］ミ291n、に賞は

51S会川号矢戸田はと太田ヽ人矢所月

の右岸の護岸で延長59777乙。工費は712

万円です。

　

（町：八は邸［に。だ日記…の両岸］

生叉きメ奄 『
お
節
料
理
』

　

お
せ
ち
（
節
）
料
坦
と
い
っ
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も
、
今
の
若
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人
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じ
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お
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ち
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一
の
膳
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ら
五
の
膳
ま
で
あ
り
、
こ
れ
を

重
知
詰
め
に
し
た
も
の
で
す
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ま
た
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の
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れ
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中
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ま
ず
、
一
の
爪
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ロ
、
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作
り
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。
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ミノ叉谷に復活の息吹き

11億円を投じて砂防●林道工事

　

ミノ又谷1千985haの民

有林を保護するために、

総工費11112千300万円を

投じ38年度から10ヵ年計

画で抜本的な治山治水工

事が行なわれています。

事業は営林署の直カツで

費用は県が3分の1を負

担します。

　

治山計画のおもなもの

は、既設林道ミノ又線（

中洞から3千900n）の終

点から、昭和18年に山津

波のあった石徹白の県暁間の、えん堤

や崩壊止めなどの砂防工事と林心の開

設です。事業内容は、幅3．ら抱の林道

開設が4千800nで1億1＝千万円、根帽70

～8C圀、高さ7～10gの砂防えん提が20

ヵ所で6億9千万円、護岸260aで1千700

万円。山腹の崩壊止め50ヵ所で9千400

万円となっています。初年度事業では

林道の開設1千600sと事務所の施設が

このほど完成しました。

　

ミノ又谷は、同計画以外に県が1億4

千500万円で高さl＾rrむの砂防ダムの建

設を急いでおり、ことし7月に完成し

ます。これらの全工事が完成すれば、

ミノ又谷は災害の心配はなくなり、林

道の問設によって林産物の搬出も自由

になります。

　

（り真は今夏完成めざして建設中の砂

　

防ダム）

アホナコッチャ．／

あほなこっちや．／

　　

ドスキーシーズン｜

おヒップの大きな方はご遠慮くだ

さいースキー場係員－

大野工業高校の

開校は昭和40年

　

地域の開発と工業立県をめざし、あ

わせての本年皮高校進学希り打7の急増対

策として、昭和59年度問校をは標に強

力な運動を続けてきた大野工1高佼の

設立に関しては一時明かるいきざし

がみえましたが、12月県会を頂点とし

てその折衝が難航し、昭和40年度問校

の線が濃くなってきました。

　

この運動は一昨年来。市長を会長と

する大野工業高校設立期成同脱会が、

大野郡市PTA連合会の強い支援を得

て着実に運動を進め、その対策として

ち1ラ大野高佼の収容能力を増すこと。

　

瓊在図書室に利用している3つの普

通教室を空けるために市。人高PTA

郡市PTAと協議の結果、新らしく鉄

筋2階建120余坪の図書館を建設するこ

とに決まりました。新図書館は工費1

千200万円で昨年引」に着エ、本年3月

末には完成の運びになっています。

②昭和39年度に大野工業高校を開校し

て近代産業の中堅者を養成して地域の

開発を進めるとともに、大高の収容能

力を緩和する。

　

昨春以来、この早期開校に焦点がし

ぼられ、校舎建設敷地を決定して県当

筒と交渉すべきであるとして、勝山市

との交通関係も考慮に入れて下庄地区

友江地籍に1万5千坪の敷地を決定し、

直ちに県当局に連絡申請すると共に、

市長は8月末、勝山市長に協力を依頼

しました。一方、開校のためには仮校

舎が必要なので、市内小学校に10教室

を確保してこれに充てるべく計画を整

えました。

　

9月県会には地元県会議貝を先頭に

期成同盟会、PTAらが全力をあげて

請願、勝山市もこれに合同して運動を

続けた結果、県教育委貝会は昭和39年

開校をほぼ了承しましたが、H月上旬

県知事は財政措μができないことを理

由に、昭和40年開校を表明するに至り

ました。

　

一方、この最中に武生市を中心とす

る丹南三郡の強力な高校新設運動が展

開されて大野は大きな脅威を受け、12

月県会にはバスを連ねて再三の陳情を

重ねるひとまくもありました。

　

12月県会には論議の焦点が高校急増

対策にしぼられましたが、期成同盟会

の強い要望と運動にもかかわらず、昭

和39年度開校は、県の財政事情によっ

て望み薄の状態となっています。

一日も早く開校を

　

大野市は地理的にも辺地であるため

高校教育の機会均等という面では、1

市1校ではますますとり残されてしま

います。県当局ならびに市民の皆さん

の十分な認識によって一目も早くエ業

高校の新設が実現するよう望まれます

。
タ
ツ
年
に
ち
な
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で
”
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みんなで揚げよう日の丸を

　

新生活運動を拾進するため、12月10

日市役所で新生活川進協議会がひらか

れました。家庭生活、社会生活をより

近代化するためにいろいろと話し合わ

れましたが、今年度は次ぎのような事

を実施することになりました。市民の

皆さんのご理解とご協力でこの運動を

成功させてくださるようお願いします

1。祝祭日には必らず国旗を掲げまし

　

よう

　

市街一ぱいに、村一ぱいに整然とか

かげられた国旗は見るからに美しいも

のです。そして見る人の心に明かるさ

をjじさせます。こんな気持が私たち

の生活を、一日の行動を明朗なものに

するのではないでしょうか。

　

圓旗を掲げることはほんとうに大き

な意義をもっていると思います。みん

なで国旗をヵへげ、お互いに時間を守

ったり、約束を守ったり、きめられた

ことを守る習慣を身につけ、社会を大

切にする心を高めたいものです。

2。家庭生活の合理化をめざして進み

　

ましよう

　

昨年6月に巾内2千500名の方から新

生活に。関するアンケートをしました。

ここでは「家庭生活の合理化」をのぞ

んでいる人が40％もありましに。そこ

でこれを中心課題としてとり組むこと

となり、各部落でそれぞれ1つの実践

目標をきめ新年とともにすすめること

となりました。

国旗の立て方
①国旗を立てるときは旗ザオの玉のす

　

ぐ下に結びます。（図1）

　

サオの頭よりさげて結びますと半旗

　

（弔意を表わす場合）となります。

②旗ザオを右手に持ち、外から人口に

　

向つて左側に立てます。（閔2）

3国旗は並列が原則で、掛け合わす場

　

合には、両手に旗ザオを持ち、和服

　

を掛け合わすのと同じ方向に掛け合

　

わせます。（図3）

画室内で壁などにつるす場合は、結び

　

手が向つて左になるようにしてくだ

　

さい（図4）

図1 図2 図3 図斗

事故のない市街に

願いをこめた「安全塔」

　

さる11月、京福大野駅1鴇に、「安全

都市大野市」と書いた市章入りの安全

塔がお日見えし、道ゆく人のはをひい

ています。

　

これは市安全協議会（会長森広巾長

会貝36団体）が、市民の安全思想を高

揚し、市民の生活が少しでも安全にな

るようにという願いをこめて2万7千円

で建てたものです。高さは4．5s、幅

O●8a・です

　

37年の交通事故は総件数97件、死者

12人、負傷者88人。38年（12月11日現

在いずれも大野署調べ）は総件数104吽

死者11人、負傷者99人となっています

事故の3分の1はスピードの出しすぎ

となっています。

　

○安全は家庭から

　

安全は平和な家庭や職場からつちか

われてきます。じゆうぶんな睡眠と衛

生的な生活、愛情と協力ある環境のも

とに、安全であかるい日常を送りたい

ものです。

有権者は2万7千374人

　

基本選挙人名簿が確定

　

ことし1年間使用される基本選挙人

名簿はさる9月15日現在でつくられ、

15日閤の縦覧期間を経て12月20日確定

しました。名簿に登録された有権者数

は2万7千374人で。昨年に比べて157人

の増となつています。投票X別の有権

者数はつぎのとおりです。

役票区 有権折敷

J．召西小 3．C44

2．浄脇寺 1．633

3．有南小 3，021

4●円徳か 3．214

5．小山小 1．142

6．乾側小 877

7．下庄公民館 2．099

8．庄休小 624

9．中保小 804

10．上庄小 1．831

11．豹生子小 182

12．宝慶、判ヽ 102

13．本本分校 649

14．五条方分校 549

15．吉分校 555

i6，五箇公民館 130

17．下打波小 135

18．上〃 204

19．和光園 565

20．阪谷公民館 1．064

21．松丸分校 677

22…六呂師小 349

23．富田小 1…838

24．蕨生小 650

25．森口小 374

26．嵐小 30

27，城東会館 1●052
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